
（報告事項に関する添付書類）
令和元年度事業報告の内容報告について
事　業　報　告
（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで）
公益財団法人吉田学術教育振興会

令和２年６月１９日
Ⅰ　法人の概況

　１　設立年月日　昭和60年6月1日
　

２　定款に定める目的

　　　この法人は、学術及び科学技術並びに教育の振興に関する事業を行い、福岡県の発展に寄与することを目的とする。

３　定款に定める事業内容

　　①　社会生活の向上に寄与する技術開発に係る研究開発者に対する学術奨励金の交付

　　②　教育関係団体の主宰する行事、活動に対する振興助成金の交付　

　　③　学生、生徒に対する奨学金の支給

　　④　諸学校への図書、教材、施設の寄贈

　　⑤　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

　４　所管官庁に関する事項
　　　福岡県　教育庁教育総務部総務企画課
　５　主たる事務所・支部の状況

　　　主たる事務所　　福岡県久留米市南二丁目15番1号　大電株式会社内

　　　従たる事務所　　該当事項はありません。
　６　役員等に関する事項

1 評議員

	役　職
	氏　名
	常勤・非常勤の別
	担当職務・現職

	評議員
	岩本誠
	非常勤
	学校法人筑紫台学園監事

	評議員
	平田敬一郎
	非常勤
	

	評議員
	㔟島淳
	非常勤
	

	評議員
	佐藤力
	非常勤
	ブラジル味の素社執行役員

	評議員
	吉　田　一　貫
	非常勤
	クラウデラ㈱マーケティング部部長

	評議員
	上   村    好   生
	非常勤
	


　　
　②　理事・監事

	役　職
	氏　名
	常勤・非常勤の別
	担当職務・現職

	理事長
	井上誠二
	非常勤
	大電㈱顧問

	常務理事
	村上文敏
	常勤
	当財団事務局長

	理事
	大津秀明
	非常勤
	

	理事
	金子祐幸
	非常勤
	当財団選考委員

	理事
	堀秀行
	非常勤
	学校法人ありあけ国際学園　保健医療経営大学理事・事務局長

	
	
	
	

	監事
	山口伸太郎
	非常勤
	税理士


　　
７　職員に関する事項
	職　員　数
	前期末比増減
	平均年齢
	平均勤続年数

	男子
	1名
	0名
	65歳6ヶ月
	16年2ヶ月

	女子
	2名
	0名
	62歳2ヶ月
	10年4ヶ月

	合計又は平均
	3名
	0名
	63歳3ヶ月
	12年3ヶ月


· 男子職員は、大電㈱の社員で、業務委託により財団の事務局業務を週5日程度請け負っています。
· 女子職員１名は、大電㈱の社員で、業務委託により事務局業務を週3日程度請け負っており、残りの１名は、財団の職員で事務局業務を週2日程度行っています。
８　許認可に関する事項
　　　該当事項はありません。
Ⅱ　事業の状況

　１　事業の実施状況
　　　別紙のとおり。

　２　重要な契約に関する事項
　　　該当事項はありません。
　３　役員会等に関する事項（評議員会、理事会）

1 　評議員会

　　　　開催日時　　令和元年6月21日

　　　　議事事項

　　　　　決議事項　・平成30年度計算書類及び附属明細書並びに財産目録の承認について
　　　　　　　　　　・理事1名の選任について　　　　　　　　
　　　　　報告事項　・平成30年度事業報告及び附属明細書の内容報告について
　　　　　　　　　　・職務執行状況の報告について
2 　理事会

　　　　開催日時　　令和元年6月５日

　　　　議事事項

　　　　　決議事項　・平成30年度計算書類及び附属明細書並びに財産目録の承認について

・平成30年度事業報告及び附属明細書の承認について
・理事1名の選任について
・定時評議員会の招集及び議案について
　報告事項　・職務執行状況の報告について
　　　　　開催日時　　令和2年3月18日

　　　　議事事項

　　　　　決議事項　　・令和2年度事業計画案の承認について
　　　　　　　　　　　・令和2年度収支予算案の承認について
　　　　　　　　　　　・令和2年度資金調達および設備投資について　　　　　　　　　　　
　　　　　報告事項　　・職務執行状況の報告について
　４　収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状況の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

	事業年度
	平成28年3月期
	平成29年
3月期
	平成30年3月期
	平成31年
3月期
	令和2年
3月期

	前期繰越収支差額
	868,526
	777,091
	777,535
	760,579
	756,836

	当期経常収益
	44,458
	38,737
	41,462
	41,495
	45,124

	当期経常費用
	46,482
	39,334
	40,227
	45.858
	44,110

	当期評価損益等
	△113,223
	4,541
	△28,691
	△9,858
	△66,787

	当期経常増減額
	△115,248
	3,944
	△27,455
	△14,221
	△65,774

	経常外増減額
	14,182
	△12,500
	0
	△21
	5,322

	一般正味財産増減額
	△100,435
	△8,555
	△27,456
	△14,243
	△60,451

	指定正味財産増減額
	9,000
	9,000
	10,500
	10,500
	10,500

	正味財産期末残高
	777,091
	777,535
	760,579
	756,836
	706,884


	


　　　（注）記載金額は、千円未満を切り捨て表示しています。
　　　
Ⅲ　株式保有している場合の概要

　　営利企業の株式の２０％以上を保有している事実はありません。

Ⅳ　決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実
　　該当事項はありません。
- 12 -
PAGE  
- 16 -

